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ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
募
集
費
用
等

に
関
す
る
制
度
改
正
や
、
返
礼
品

価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
寄
附
金

額
を
上
げ
た
こ
と
で
、
前
年
ほ
ど

の
寄
附
は
期
待
で
き
な
い
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
規
寄
附
サ
イ

ト
の
追
加
や
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
に
よ
る
新
規
寄
附
者
の
開
拓
、

ウ
ェ
ブ
広
告
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

引
き
続
き
ホ
タ
テ
関
連
の
返
礼
品

が
好
評
で
、
十
二
月
の
繁
忙
期
に

向
け
て
当
初
よ
り
収
入
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
関
連
す
る
費

用
に
つ
い
て
の
補
正
予
算
を
本
定

例
会
に
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
新
幹
線

　

次
に
、
北
海
道
新
幹
線
関
係
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
内
の
新
幹
線
建
設
工
事
に
つ

き
ま
し
て
は
、
現
在
五
つ
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
が
施
工
中
で
、
十
一
月

一
日
現
在
に
お
い
て
、
内
浦
ト
ン

ネ
ル
の
静
狩
工
区
で
、
本
坑
五
千

五
百
七
十
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
四
千

六
百
五
十
三
メ
ー
ト
ル
が
掘
削
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
ト
ン
ネ
ル

は
掘
削
を
完
了
し
、
残
る
覆
工
な

ど
を
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
上
部
の
明
か
り
区
間

の
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
橋

り
ょ
う
と
高
架
橋
は
全
て
の
区
間

で
基
礎
と
柱
を
施
工
中
で
、
さ
ら

に
共
立
路
盤
、
静
狩
路
盤
、
栄
原

◆�

町
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

町
立
病
院
を
国
民
健
康
保
険
法

に
基
づ
く
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
と
し
て
設
置
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
課
税
限
度
額
の
う
ち
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
を
二

万
円
引
き
上
げ
、
国
の
基
準
と
同

額
と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆�

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

◆�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

◆�

町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

職
員
の
寒
冷
地
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
関
係
す

る
職
員
等
の
給
料
表
及
び
期
末
・

勤
勉
手
当
の
割
合
、
寒
冷
地
手
当

の
支
給
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
八
・
九
号
）

　

令
和
六
年
度
一
般
会
計
予
算
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
九
千
五

百
四
十
二
万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
総
額
七
十
二
億
七
百
七
十
一

万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
お
も
な
も
の
は
歳
入
に

ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
、
道
支
出
金

の
追
加
な
ど
。
歳
出
は
ま
ち
づ
く

り
基
金
積
立
金
、
病
院
事
業
会
計

操
出
金
の
追
加
な
ど
で
す
。

◆�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
三
・
四
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
六
十
三

万
六
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総

額
七
億
一
千
三
百
一
万
一
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
百
三
十

一
万
四
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
十
億
三
千
五
百
万
四
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

ガ
ス
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
・
四
号
）

　

収
益
的
収
入
に
六
百
九
十
三
万

一
千
円
、
収
益
的
支
出
に
二
百
二

十
二
万
八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
収

益
的
予
算
総
額
は
、
収
入
一
億
一

千
八
百
九
十
三
万
三
千
円
、
支
出

一
億
四
千
五
百
八
十
八
万
五
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
・
二
号
）

　

収
益
的
支
出
に
二
百
二
十
二
万

九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
収
益
的
支

出
予
算
総
額
二
億
五
千
四
百
十
一

万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆�

公
共
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
二
・
三
号
）

　

収
益
的
収
入
に
四
千
万
円
、
収

益
的
支
出
に
三
千
九
百
八
十
五
万

六
千
円
が
追
加
さ
れ
、
収
益
的
予

算
総
額
は
、
収
入
二
億
九
千
二
百

三
十
五
万
一
千
円
、
支
出
四
億
二

千
八
百
五
十
八
万
五
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
支
出
そ
れ

ぞ
れ
一
億
三
千
九
百
万
円
が
追
加

さ
れ
、
資
本
的
予
算
総
額
は
、
収

入
六
億
八
千
二
百
三
万
三
千
円
、

支
出
六
億
四
千
十
一
万
三
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆�

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
五
・
六
号
）

　

収
益
的
収
入
に
百
万
円
が
追
加

さ
れ
、
収
益
的
支
出
か
ら
二
千
七

百
二
十
二
万
二
千
円
が
減
額
さ
れ
、

収
益
的
予
算
総
額
は
収
入
七
億
五

千
六
百
五
十
万
七
千
円
、
支
出
七

億
四
千
四
十
六
万
五
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

　

は
じ
め
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

２０２４・１２・１０開会

　令和６年第４回町議会定例会が１２月
１０日に開かれ、１３日に閉会しました。
　この定例会では、木幡町長の行政報告
のあと、条例の一部改正など議案２１件
等について審議しました。
おもな内容は次のとおりです。

第４回町議会定例会

木幡町長の

＝令和６年12月10日＝

行 政 報 告
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高
架
橋
、
平
里
高
架
橋
で
は
、
高

架
橋
の
桁
床
版
ま
で
施
工
が
進
ん

で
お
り
、
盛
土
の
区
間
と
な
る
路

盤
工
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
と

報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

生
活
環
境

　

次
に
、
生
活
環
境
関
係
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の
渡

島
廃
棄
物
処
理
広
域
連
合
の
焼
却

施
設
に
排
出
し
た
長
万
部
町
の
可

燃
ご
み
の
量
は
、
約
九
百
六
十
五

ト
ン
で
、
前
年
度
同
期
と
比
較
し
、

約
十
八
ト
ン
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
衣
類

の
無
料
回
収
は
、
役
場
窓
口
で
の

随
時
受
付
と
五
月
の
巡
回
地
域
回

収
を
実
施
し
、
本
年
度
は
十
月
末

で
七
百
七
十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
衣

類
を
回
収
い
た
し
ま
し
た
。

　

廃
食
用
油
は
、
本
年
度
も
役

場
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
各
会
館
の

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
無
料
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
、
現
在
ま

で
に
四
百
九
十
リ
ッ
ト
ル
を
回
収

し
て
お
り
、
使
用
済
小
型
家
電
に

つ
い
て
も
、
同
じ
く
役
場
庁
舎
内

の
無
料
回
収
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
で
、

八
百
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
回
収
し

て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
今
後

と
も
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。健

康
増
進
等

　

次
に
、
町
民
の
健
康
増
進
等
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
定
健
診
や
が
ん
検
診

と
い
っ
た
各
種
検
診
の
受
診
率
向

上
の
た
め
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

配
布
や
対
象
者
へ
の
受
診
勧
奨
を

行
い
な
が
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
検
診
の
必
要
性
を
周
知
し
、

病
気
の
早
期
発
見
の
た
め
受
診
率

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
教
室
に
つ
き
ま
し
て
は
、

十
月
に
長
万
部
高
等
学
校
で
命
の

大
切
さ
や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る

た
め
の
授
業
を
、
十
一
月
に
は
マ

リ
ア
幼
稚
園
で
食
育
教
室
を
、
高

齢
者
健
康
料
理
教
室
は
各
地
区
で

五
回
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
虫
歯
予
防
の
た
め
の

フ
ッ
素
塗
布
を
本
年
度
よ
り
町
内

の
保
育
所
、
幼
稚
園
へ
出
向
い
て

実
施
し
、
塗
布
率
の
向
上
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

感
染
症
対
策

　

次
に
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
は
、
十
一
月
末
現
在
六
百

五
十
四
人
、
本
年
度
か
ら
定
期
予

防
接
種
と
な
り
ま
し
た
高
齢
者
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

は
、
三
百
十
六
人
か
ら
申
請
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

感
染
症
の
予
防
に
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
ほ
か
、
手
洗
い
や
う
が

い
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
な
ど
の
感
染
対
策
を
徹
底

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、

町
広
報
な
ど
に
よ
り
周
知
を
続
け

て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

次
に
、
高
齢
者
福
祉
関
係
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

地
域
敬
老
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
は
、
高
齢
者
の
長
寿
を
祝

福
し
、
社
会
に
貢
献
し
た
労
を
ね

ぎ
ら
う
た
め
地
域
敬
老
会
を
開
催

す
る
場
合
、
又
は
地
域
敬
老
会
開

催
の
代
替
と
し
て
記
念
品
を
配
布

す
る
場
合
で
も
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
と
し
、
各
町
内
会
等
へ
お

願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
十
七
地

域
で
三
百
七
十
人
が
出
席
し
て
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
、
他
の
十
地
域

で
は
二
百
十
九
人
に
記
念
品
が
配

布
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
と
も
趣

向
を
凝
ら
し
た
取
組
に
よ
り
高
齢

者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
し

た
。
町
内
会
等
の
み
な
さ
ま
に
は

ご
苦
労
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

高
齢
者
へ
の
敬
老
の
意
を
表
す
る

た
め
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
寿
の
お
祝
い
と
社
会

貢
献
へ
の
お
礼
を
こ
め
て
、
九
月

七
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
十
日
間
、

町
内
に
あ
る
公
衆
浴
場
に
対
し
助

成
を
行
い
、
無
料
開
放
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
一
千
五
十
四
人
が
利

用
さ
れ
ま
し
た
。

冬
期
福
祉
給
付
金

　

次
に
、
冬
期
福
祉
給
付
金
（
福

祉
灯
油
）
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
格
的
な
冬
に
向
か
い
、
灯
油

料
金
の
増
嵩
、
電
気
料
金
の
高
止

ま
り
に
鑑
み
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
等
で
低
所
得
の
状
況
に
あ
る
方

に
灯
油
購
入
費
等
の
一
部
を
助
成

し
、
経
済
支
援
に
よ
り
在
宅
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

冬
期
福
祉
給
付
金
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
補
正
予
算
を
本
定
例
会

に
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
関
係

　

次
に
、
農
業
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

家
畜
に
与
え
る
飼
料
作
物
の
牧

草
や
サ
イ
レ
ー
ジ
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
、
適
度
な
雨
量
と
積
算
温
度

が
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
た
こ
と

か
ら
、
収
量
・
品
質
共
に
前
年
を

上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
乳
生
産
量
は
、
四
月
か
ら
九

月
ま
で
約
四
千
二
百
二
十
六
ト
ン

を
出
荷
し
、
前
年
に
比
べ
約
二
百

七
十
八
ト
ン
の
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
乳
価
の
値
上
げ
も
あ
り
、
乳

代
は
約
四
億
四
千
七
百
三
十
六
万

円
で
、
前
年
に
比
べ
約
八
百
八
十

六
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

黒
毛
和
牛
の
四
月
か
ら
九
月
ま

で
の
販
売
頭
数
は
九
十
三
頭
、
販

売
金
額
は
五
千
百
十
一
万
円
で
、

前
年
同
期
と
比
較
し
て
、
販
売
頭

数
は
十
八
頭
の
減
、
販
売
金
額
は

一
千
二
百
二
十
八
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

牧
野
関
係
は
、
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
と
酪
農
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
、
公
共
牧
場
運
営
事
業
を
実

施
し
、
十
一
月
一
日
に
下
牧
が
完

了
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の
入

牧
延
べ
頭
数
は
六
万
三
千
二
百
三
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十
五
頭
で
、
雪
解
け
が
進
ま
ず
入

牧
開
始
時
期
が
前
年
よ
り
一
週
間

程
度
遅
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
に

比
べ
五
千
二
百
五
十
五
頭
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

林
業
関
係

　

次
に
、
林
業
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
有
林
一
般
造
林
事
業
は
、
富

野
地
区
に
て
地
拵
・
植
栽
事
業
を

六
・
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
実
施
し
、

十
月
三
十
一
日
に
完
了
し
て
お
り

ま
す
。漁

業
関
係

　

次
に
、
漁
業
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
漁
業
で

の
十
一
月
末
現
在
の
種
苗
の
状
況

は
、
全
道
的
に
ホ
タ
テ
貝
の
稚
貝

が
不
漁
と
な
り
、
各
漁
家
の
保
有

数
は
例
年
よ
り
も
少
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
春
の
耳
吊
り
時

期
ま
で
の
生
育
状
況
を
、
渡
島
北

部
地
区
水
産
技
術
普
及
指
導
所
等

各
関
係
機
関
と
連
携
し
、
調
査
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
採
苗
時
期
を
拡
大
し
地

場
産
の
ホ
タ
テ
貝
稚
貝
を
確
保
す

る
た
め
、
ホ
タ
テ
貝
採
苗
器
を
導

入
す
る
補
正
予
算
を
本
定
例
会
に

提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
秋
鮭
漁
は
、
十
一
月
二

十
五
日
現
在
、
漁
獲
量
は
約
三
十

三
ト
ン
で
、
前
年
に
比
べ
約
三
ト

ン
の
増
、
漁
獲
金
額
は
約
二
千
八

百
四
十
万
円
で
前
年
に
比
べ
約
一

千
四
十
一
万
円
の
増
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
低
迷
し
続
け
る
秋

鮭
の
回
帰
率
を
改
善
す
る
た
め
、

長
万
部
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
町

内
河
川
へ
の
稚
魚
の
放
流
事
業
へ

の
支
援
策
と
し
て
、
関
連
す
る
補

正
予
算
を
本
定
例
会
に
提
案
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

商
工
観
光
関
係

　

次
に
、
商
工
観
光
関
係
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
業
況
は
、
長
期
化

す
る
円
安
基
調
の
影
響
に
加
え
、

国
際
情
勢
の
変
化
に
伴
う
原
材
料

価
格
の
高
騰
や
、
人
口
減
少
に
よ

る
人
手
不
足
へ
の
懸
念
な
ど
、
中

小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
中
小
企
業
の
健
全
育
成
と
経

営
安
定
の
た
め
、
国
や
道
の
様
々

な
金
融
支
援
に
対
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
支
援
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

上
期
の
観
光
客
入
り
込
み
数
は
、

前
年
度
の
約
十
一
万
八
千
二
百
人

に
対
し
、
本
年
度
は
、
お
し
ゃ
ま

ん
べ
毛
が
に
ま
つ
り
の
来
場
者
数

が
過
去
最
高
を
記
録
し
た
こ
と
も

あ
り
、
約
十
四
万
二
千
人
と
、
二

〇
・
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
観
光
客
誘
致
事
業
は
、

町
外
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
九
月

に
開
催
さ
れ
た
「
さ
っ
ぽ
ろ
オ
ー

タ
ム
フ
ェ
ス
ト
」
、
十
月
に
シ
エ

ス
タ
函
館
で
開
催
さ
れ
た
「
道
南

つ
な
が
る
市
」
に
参
加
し
、
本
町

の
特
産
品
の
販
売
な
ど
を
行
い
観

光
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
と
五
年
度

に
札
幌
市
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
、

本
町
単
独
で
の
特
産
品
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
「
長
万
部
町
ま
る
ご
と
う
ま

い
も
ん
祭
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

さ
ら
な
る
特
産
品
の
認
知
度
向
上

の
た
め
、
本
年
度
も
開
催
に
向
け

て
、
関
連
す
る
費
用
に
つ
い
て
の

補
正
予
算
を
本
定
例
会
に
提
案
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

労
政
関
係

　

次
に
、
労
政
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
季
節
労
働
者
の
労
働

環
境
向
上
の
た
め
、
渡
島
檜
山
北

部
通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
を

中
心
と
し
て
、
雇
用
相
談
や
求
人

情
報
の
提
供
、
技
能
研
修
な
ど
を

通
し
て
、
通
年
雇
用
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

消
費
者
相
談

　

次
に
、
消
費
者
相
談
関
係
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
訪
問
押
し
買
い
な
ど
の

悪
質
商
法
や
、
ロ
マ
ン
ス
投
資
詐

欺
な
ど
次
々
と
新
し
い
手
口
に
よ

る
消
費
者
問
題
が
多
く
発
生
し
て

お
り
、
消
費
者
の
安
全
確
保
に
つ

い
て
の
苦
情
相
談
な
ど
、
住
民
に

対
し
て
必
要
な
情
報
収
集
や
提
供

を
行
う
た
め
、
全
国
消
費
者
生
活

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

全
国
の
最
新
苦
情
相
談
情
報
を
収

集
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
巧
妙
化
す
る

手
口
へ
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る

中
、
専
門
研
修
へ
の
参
加
等
に
よ

り
相
談
担
当
職
員
の
資
質
向
上
を

図
り
、
関
連
す
る
部
署
間
の
情
報

交
換
や
町
広
報
で
の
消
費
者
の
安

全
確
保
に
関
す
る
情
報
周
知
を
継

続
し
て
行
い
、
住
民
の
消
費
者
生

活
被
害
予
防
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

建
設
関
係

　

次
に
、
建
設
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

土
木
事
業
で
は
、
町
道
佐
渡
ヶ

島
線
外
側
溝
改
良
工
事
は
工
期
内

に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
町
道
長

万
部
中
の
沢
線
外
発
注
者
支
援
業

務
委
託
を
令
和
七
年
三
月
七
日
ま

で
の
工
期
で
、
湯
の
沢
橋
外
修
繕

設
計
業
務
委
託
を
十
二
月
二
十
七

日
ま
で
の
工
期
で
、
長
万
部
町
橋

り
ょ
う
点
検
調
査
業
務
委
託
を
令

和
七
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
工

28, 000 45, 000
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期
で
、
町
道
長
万
部
中
の
沢
線
外

道
路
付
替
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の

工
期
で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

河
川
事
業
で
は
、
普
通
河
川
田

尻
川
護
岸
修
繕
工
事
を
令
和
七
年

三
月
十
四
日
ま
で
の
工
期
で
施
工

中
で
あ
り
ま
す
。

　

道
路
維
持
関
係
で
は
、
長
万
部

町
管
内
道
路
舗
装
補
修
工
事
及
び

長
万
部
町
管
内
道
路
排
水
等
清
掃

業
務
委
託
は
、
工
期
内
に
完
了
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
営
住
宅
や
各
公
共

施
設
の
修
繕
工
事
に
つ
き
ま
し
て

は
、
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

除
雪
関
係
で
は
、
協
同
組
合
長

万
部
町
建
設
協
会
と
十
一
月
一
日

に
本
年
度
の
除
排
雪
に
関
す
る
委

託
契
約
を
締
結
し
、
町
道
や
公
共

施
設
等
の
除
排
雪
作
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
専
用
車
に
つ
き
ま
し
て

は
十
一
月
二
十
日
に
納
入
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

公
園
事
業
で
は
、
あ
や
め
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
及
び
長
万
部
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
き
ま
し
て
は

利
用
期
間
が
終
了
と
な
り
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
は
四
千
二

百
五
十
三
人
で
、
前
年
度
に
比
べ

四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長
万
部
公

園
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
は
二
千

九
百
八
十
二
人
で
前
年
度
に
比
べ

八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

ガ
ス
事
業

　

次
に
、
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

先
般
、
ガ
ス
導
管
情
報
管
理
を

委
託
し
て
い
る
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
の

痕
跡
が
あ
る
こ
と
を
覚
知
し
た
旨

の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
調
査
等

の
状
況
に
つ
い
て
随
時
報
告
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
委
託
先
が

行
っ
た
調
査
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

個
人
情
報
保
護
委
員
会
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
警
視
庁
や
独
立
行

政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
、
第

三
者
専
門
機
関
の
協
力
も
得
な
が

ら
詳
細
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

個
人
情
報
が
流
出
し
た
痕
跡
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
に
お
い
て
も
不
正

利
用
等
の
二
次
被
害
に
関
す
る
報

告
等
は
受
け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

個
人
情
報
保
護
法
の
定
め
に
基
づ

き
、
委
託
先
と
の
連
名
で
対
象
と

な
る
方
に
対
し
て
、
お
詫
び
と
お

知
ら
せ
の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

水
道
事
業

　

次
に
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

静
狩
地
区
浄
水
施
設
の
導
水
管

布
設
工
事
及
び
機
械
設
備
・
計
装

盤
等
設
置
工
事
は
、
令
和
七
年
三

月
十
五
日
ま
で
の
工
期
で
施
工
中

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
砂
町
に
設
置
し
て
い

る
消
火
栓
一
基
の
移
設
工
事
は
、

十
一
月
二
十
九
日
で
完
了
し
、
陣

屋
町
及
び
国
縫
地
区
に
設
置
し
て

い
る
消
火
栓
四
基
の
本
体
取
替
工

事
は
、
令
和
七
年
三
月
十
五
日
ま

で
の
工
期
で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

　

次
に
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
汚
水
管
路
（
二
号

幹
線
系
統
）
カ
メ
ラ
調
査
外
業
務

委
託
及
び
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

交
換
修
繕
外
工
事
は
、
令
和
七
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
の
工
期
で
施

工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
終
末
処
理
場
散
気
装
置

曝
気
ブ
ロ
ワ
分
解
整
備
工
事
は
、

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の

工
期
で
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

病
院
事
業

　

次
に
、
病
院
事
業
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

町
立
病
院
で
は
、
本
年
三
月
に

退
職
し
た
内
科
常
勤
医
師
の
後
任

と
な
る
副
院
長
一
名
と
、
常
勤
の

外
科
医
長
一
名
が
十
一
月
に
着
任

し
、
そ
れ
ぞ
れ
診
療
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
常
勤
医
師
は
四
名

体
制
と
な
り
、
安
定
し
た
医
療
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

地
域
に
根
ざ
し
た
住
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

消
防
関
係

　

次
に
、
消
防
関
係
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

十
一
月
末
現
在
の
火
災
件
数
は
、

建
物
火
災
が
三
件
発
生
し
て
お
り

ま
す
。

　

救
急
件
数
は
三
百
三
十
九
件
で
、

急
病
が
百
七
十
件
、
交
通
事
故
が

十
九
件
、
一
般
負
傷
が
三
十
八
件
、

そ
の
他
転
院
搬
送
な
ど
が
百
十
二

件
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送

は
八
件
と
な
っ
て
お
り
、
救
急
が

一
件
の
減
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送

は
五
件
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
事
業
で
は
、
秋
の
全

道
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
全
町

に
ポ
ス
タ
ー
や
「
火
の
用
心
」
の

旗
を
掲
示
し
た
ほ
か
、
旅
館
、
大

型
店
舗
な
ど
不
特
定
多
数
の
方
が

出
入
り
す
る
施
設
の
防
火
査
察
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
一
月
五
日
に
開
催

し
て
い
る
消
防
出
初
式
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。

北海道新聞長万部販売所
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